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土佐清水市立清水小学校
校長室便り 令和 3年 11月 1日

すっかり寒くなってきました
日中の日差しはまだ暑く感じることもあります

が、朝夕はずいぶん過ごしやすくなってきました。
人によっては寒いと感じている人も多くいるので
はないかと思います。
子ども達の中にも体調を崩して休んでいる人も

います。健康には気をつけて生活してほしいもの
です。
先日のテレビの中で、今年はインフルエンザが

流行するかも知れないとの話がありました。コロ
ナ感染症対策でマスクを着用するようになって昨
年もインフルエンザは少なかったようですが、逆
にインフルエンザが増えなかったことで、抗体を
持っていない人が多くなり、インフルエンザが流
行するのではないかというのが専門家の意見でし
た。「なるほど…」と思いながらも、コロナ感染
症、インフルエンザともかからないのが一番です。
コロナ感染症は現在のところ新規感染者が少な

くなってきていますが、気を緩めることなくしっ
かりと感染症予防対策をとっていきたいもので
す。
清水小学校以外の市内の小学校は 10 月 31日か

らの修学旅行に出発しました。県内の感染状況も
一定落ち着いているので、楽しい修学旅行になる
ように祈るばかりです。初日は雨でしたが、２日
目以降はいい天気みたいです。
さて清水小学校の修学旅行は 12 月。コロナ感

染症が今よりも少なくなること、インフルエンザ
も流行していないことを願っています。

少しずつ・・・ですが
全国的にコロナ感染症の拡大が収まってきてお

り、特定の都道府県に出されていた対策もずいぶ
ん緩和され、少しずつ生活に賑わいも戻ってきて
いるように思います。
飲食や観光面でもしっかりと感染症予防対策を

とることでこれまでに近い日常生活を感じるよう
になりました。
しかしコロナ感染拡大がゼロになったわけでは

ありません。高知県においても感染者がゼロの日
もあれば、確認される日もあます。
そのため学校としては、２学期からの行事も最

善を考えてまいりたいと思います。
保護者の方からは、【清水地区音楽交流会】に

ついても鑑賞できないだろうかとの問い合わせも
ありましたが、文化会館の客席数から収容人数を
50%と考えると
保護者の収容
人数が 100名
程度となり本
当に参観スペ
ースは少なく
なります。
そのためどうし
ても人数制限が必要となり、
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「○○は許可しますが、△△は許可できません。」
などと言うことにもなってきます。。
多くの人に見てもらうこと、保護者の方からの

応援で子ども達は自信を持って頑張れることも十
分分かっていますが、子ども達の安心安全を一番
に考えてのこととご理解をしていただければと思
います。
今後の行事についても感染拡大がなければ、中

止ではなく、どうしたらできるのか工夫をしなが
ら取り組んでいきたいと思いますので、ご協力を
お願いします。

今日から11月です
１年が経つのは早いものです。今日からはいよ

いよ 11月。今年も残り２ヶ月となりました。
校庭の木々もこのところの気温でずいぶんと色

付いています。
工事の関係で正門西側の南京ハゼの伐採があり

ましたが、残っている木々は今まで以上に存在感
を出しているように思います。
ちなみに昨年度は、なかなか色付かなかったこ

とを学校だよりには書いたように思いますが…今
年はしっかりと季節を感じるこの頃です。
さて木々の色付きについて書いたのでこれから

の季節に合う雑学を 1つお伝えします。
「紅葉」と言う言葉はみなさん聞いたことがあ

ると思います。もみじをはじめとした葉が赤く色
付いている場合は「紅葉」と言いますが、黄色く
色付いている場合は黄色い葉と書いて「黄葉（コ
ウヨウ）」と言います。どちらも読み方はコウヨ
ウなのですが、字が違うことをお伝えします。
それからもう一つ。先週、清水高校の 1 年生の

英語の授業を見に行きました。小学校でも 3.4 年
生が外国語活動、5.6 年生が外国語という教科に
なったこともあり、市内の小中学校の外国語、英
語を担当する先生で授業参観に行きました。
授業は生徒が興味関心を持てるように工夫され

ており、内容も実践的なものでした。タブレット
を一人一台使って、リアルタイムで先生とのやり
取りをしていました。何より教科書を教えるでは
なく、何をどのようにして学びを保証するかと言
う感じがしました。
授業の初めから終わりまで、ほぼオールイング

リッシュで苦手意識を持つ私にとっては”？”で
すが、子ども達にとってはこれが当たり前で、何
事もないように授業していました。
話が長くなりましたが、その英語に関する雑学

です。秋と言えば『栗』を思い出す人がいると思
いますが、『栗』を英語で言ってと聞かれると私
は、迷わず「マロン」と答えると思います。しか
し「マロン」は実はフランス語なのです。英語で
は『栗』のことを「チェスナッツ」と言うそうで
す。どうですか。秋の季節です。知ったかぶりの
顔で言ってみるのもいいのではないでしょうか。

さて 11 月 16 日火曜日には、『防災学習研究発
表会・講演会』が予定されており、公開授業と慶
應義塾大学の大木聖子先生を招いての講演会が予
定されています。
また 25日木曜日には『幡多道徳教育研究大会』

が土佐清水市で行われます。清水小学校、清水中
学校で公開授業があります。
子ども達にとってはこれまで自分たちが一生懸

命に学習してきた成果を発表する場となってお
り、市内外の先生方に、その姿を見てもらえるこ
とのうれしさもあります。ファイト清水小！！


